
日本学術会議公開シンポジウム

長期の温室効果ガス
大幅排出削減に向けた

イノベーションの役割と課題

主催： 日本学術会議
総合工学委員会 エネルギーと科学技術に関する分科会

共催: 一般社団法人エネルギー・資源学会
後援: 一般社団法人日本エネルギー学会、環境経済・政策学会、

公益財団法人地球環境産業技術研究機構、他



日本学術会議：

我が国の人文・社会科学、生命科学、理学・工学
の全分野の約84万人の科学者を内外に代表

（210人の会員と約2000人の連携会員）

日本学術会議の主な役割：

Ⅰ政府に対する政策提言
Ⅱ国際的な活動
Ⅲ科学者間ネットワークの構築
Ⅳ科学の役割についての世論啓発





日本学術会議
第一部（人文･社会科学）
第二部（生命科学）
第三部（理学･工学）

・総合工学委員会（分野別委員会）

・エネルギーと科学技術に関する分科会

（小委員会）
・地球温暖化対応の視点からのエネルギー

対策・政策検討
・次世代再生可能エネルギー導入検討
・熱エネルギー利用の社会実装基盤

・ハイパワーレーザーによる高エネルギー
密度科学



23期（2014.10～2017.9）の成果

報告：
「大型レーザーによる高エネルギー密度科学
の新展開」

「パリ協定を踏まえたわが国のエネルギー・
温暖化の対策・政策の方向性について」

記録：
「分散型再生可能エネルギーのガバナンス」



「地球温暖化対応の
視点からのエネルギ
ー対策・政策検討」
小委員会





シンポジウム

前々回(2016.5.18)：「パリ協定を踏まえた今後のエネル
ギー・温暖化対策のあり方」

省エネルギー  報告

前回(2017.9.27)：「パリ協定の下での長期温室効果ガ
ス排出削減戦略を考える」

 24期活動の方向性

今回（2019.6.6）：「長期の温室効果ガス大幅排出削減
に向けたイノベーションの役割と課題」

イノベーション  提言／報告

23期(2014.10-2017.9)

24期(2017.10-2020.9)


	日本学術会議公開シンポジウム��長期の温室効果ガス�大幅排出削減に向けた�イノベーションの役割と課題�
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

